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はじめてのハッピーバースデイ
平成22年９月に生まれた満１歳のお友だちです。

●遠澤克
かつゆき

之ちゃん
Ｈ22.9.16

（下本町・男の子）
お兄ちゃんが大好きな
克之。いつまでも仲良
くね。

●野方奈
な お き

央希ちゃん
Ｈ22.9.9

（袖平・男の子）
わんぱくでたくましく、
優しい子どもに育って
ほしい。

　

９
月
２
日
か
ら
４
日
、
大
阪
初
芝
富
田
林
高
等
学

校
２
年
の
生
徒
36
名
が
農
業
体
験
修
学
旅
行
で
田
子

町
を
訪
れ
ま
し
た
。
２
日
の
対
面
式
で
は
、「
迷
惑
を

か
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
汗
水
た
ら
し
て
頑
張

り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
生
徒
を
代

表
し
て
新し

ん
け家
佑ゆ

う

君
が
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。
翌
３

日
に
は
、
各
受
入
農
家
で
目
的
で
あ
る
農
業
を
体
験

し
ま
し
た
。
生
徒
ら
は
「
自
分
で
袋
詰
め
し
た
枝
豆

が
売
ら
れ
る
と
思
う
と
充
実
感
が
あ
る
」「
普
通
の
修

学
旅
行
だ
と
地
域
の
人

と
接
点
が
な
い
の
で
、

貴
重
な
体
験
が
で
き
た
」

と
感
想
を
話
し
、
充
実

し
た
時
間
を
過
ご
せ
た

よ
う
で
し
た
。

←楽しく会話しなが
らにんにくの皮むき
をする女子生徒

→枝豆の袋詰め作業
をする男子生徒

町
内
農
家
が
農
業
体
験
修
学
旅
行
生
を
受
け
入
れ



2今月の話題

■路線バスは上限500円になります！

１）運賃の改定
①どちらの路線も共に上限500円（片道）

路線名 区間

田子線（南部バス）  三戸駅前　～　田子

田子高校線（南部バス）
 三戸駅前
 相内　　　～　田子高校前

②改定後の運賃　初乗り150円、以降50円刻み　※（　）は小児運賃

現行運賃 130円 140円
150円
～190円

200円
～240円

250円
～290円

300円
～340円

350円
～390円

400円
～440円

450円
～490円

500円以上

改定運賃
150円

（80円）
150円

（80円）
150円

（80円）
200円

（100円）
250円

（130円）
300円

（150円）
350円

（180円）
400円

（200円）
450円

（230円）
500円（上限）

（250円）

２）定期券・回数券について
①新たな運賃体系に対応した定期券・回数券を発行します。
②すでに発行済みの定期券・回数券をお持ちの方で、実験開始後の期間にまたがるものは、運賃差額分を払い

戻します。

※定期券・回数券の割引率（南部バス）

種別 区分 １カ月 ３カ月 ６カ月 12カ月

定期券

持参人
（無記名）

30％引
①

①×３カ月分から
５％引

①×６カ月分から
10％引 −

通　勤 30％引
②

②×３カ月分から
５％引

②×６カ月分から
10％引 −

通　学
（中学生以上）

40％引
③

③×３カ月分から
５％引

③×６カ月分から
10％引

③×12カ月分から
30％引

小　児 通学定期券の半額

回数券
普　通 11枚綴りで10枚の金額

通　学 13枚綴りで10枚の金額

【八戸圏域定住自立圏路線バス上限運賃化実証実験開始】

平成23年10月１日
バスの運賃が変わります！

今
月
の

話
題

期間：平成23年10月１日から平成25年９月30日までの２年間

田
子
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は

１
０
０
円
の
ま
ま
で
す



　
3 今月の話題

◎お問い合わせ
【実証実験の内容に関すること】役場町民課住民環境グループ　☎２０−７１１３
【運賃、ダイヤ、定期券、回数券に関すること】南部バス株式会社　☎０１７８−４４−７１１１

４）大人運賃の比較例
①サンモールバス停 —— 三戸駅
・９月30日まで 670円
・10月１日から 500円（上限額）▼170円の値下げ

②サンモールバス停 —— 三戸営業所（乗継） —— 八戸市ラピア
・９月30日まで 510円 ＋ 1,250円 ＝ 1,760円
・10月１日から 800円（乗継ぎ企画乗車券）  ＝ 800円 ▼960円の値下げ

３）乗継ぎ乗車券の販売方法
①バス回数券等の取扱所にて「前売り方式」となります。
②乗継ぎ企画乗車券のイメージは以下のとおりです。

■２路線乗り継げば、八戸市まで800円で行けます !

１）乗継ぎ乗車券の発行
①２路線を乗り継いで八戸市まで行ける企画乗車券を発行します。
②田子町※ ←→ 八戸市内区間　片道800円（小児400円）※ただし、路線バス停留所からの乗車

２）乗継ぎ乗車券の使い方
①営業所または所定の販売所で、２路線乗継ぎ用企画乗車券（800円）を購入します。
②【サンモールバス停で乗車の場合】
　三戸営業所（指定停留所）で降車時に乗務員に企画乗車券を見せ、対象区間の券片を切り取って運賃箱に
　入れて降車。
③三戸営業所で乗継ぎ、八戸市内に到着。残りの券片を運賃箱に入れて降車。（帰りの乗継ぎも同様となります。）

下元木平
病院入口・中央病院
久慈町
川守田
六日町
下町
三戸役場前
城山公園前
三戸郵便局
同心町
上同心町

三戸駅前

八戸市
◎

八戸市内
上限300円

　 田子町
　　○　　　　　　町内はコミュニティバス
　　　　　　（一乗車あたり100円）

駅前角
三八線（相内経由）

※乗継ぎ利用のイメージ

800円　　　　　八戸広域バス券

　　田子　＝ 三戸営業所
 ～三戸駅前・駅前角

800円　　　　　八戸広域バス券

  三戸営業所 ＝ 八戸中心街
  ～三戸駅前・駅前角 　 ラピア

※田子町から乗継ぎ指定区間（指定停留所）
　で乗り継いで、八戸市まで片道800円で
　行くことができます。

三八線（広場経由）

田子線

乗
継
ぎ
指
定
区
間

三戸営業所

・前途下車無効 ・前途下車無効
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は
ち
の
へ
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
絲

の
会
（
八
戸
市
）、
よ
さ
こ
い

三
戸
チ
ー
ム
（
三
戸
町
）、
奥

州
つ
つ
み
隊
と
ゆ
か
い
な
仲
間

（
五
戸
町
）
の
全
５
チ
ー
ム
が

出
演
し
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
踊
り
子
全

員
に
よ
る
「
よ
っ
ち
ょ
れ
」
で

に
ぎ
や
か
に
始
ま
り
、
各
チ
ー

ム
で
は
激
し
い
踊
り
や
息
の
合

っ
た
踊
り
な
ど
を
披
露
し
、
あ

い
に
く
の
雨
空
を
吹
き
飛
ば
す

よ
う
な
演
舞
で
観
客
を
魅
了
し

ま
し
た
。

河
川
環
境
美
化
に
貢
献

「
花
の
堤
を
つ
く
る
会
」

県
土
整
備
部
長
表
彰

　

８
月
26
日
、
八
戸
合
同
庁
舎

で
平
成
23
年
度
青
森
県
河
川
海

岸
環
境
美
化
活
動
等
表
彰
式
が

行
わ
れ
、
当
町
の
「
花
の
堤
を

つ
く
る
会
」（
久
慈
正
良
会
長
）

に
県
土
整
備
部
長
表
彰
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
同
会
は
、
平
成
18

年
７
月
の
発
足
か
ら
５
年
に
わ

た
り
、
相
米
川
と
種
子
川
合
流

第
９
回
上
郷
よ
さ
こ
い
祭
り

　

８
月
21
日
、
第
９
回
上
郷
よ

さ
こ
い
祭
り
が
上
郷
公
民
館
を

会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
主

催
の
上
郷
よ
さ
こ
い
踊
り
組
の

ほ
か
、
田
子
幼
稚
園
児
に
よ
る

「
た
っ
こ
キ
ン
ダ
ー
キ
ッ
ズ
」、

霊
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
慰
霊
祭
に
は
、
遺
族
や
関
係

者
約
70
名
が
参
列
し
、
戦
没
者

の
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

　

導
師
に
よ
る
読
経
の
あ
と
、

田
子
町
遺
族
会
の
北
村
護
会
長

は
「
今
の
私
た
ち
の
平
和
は
戦

没
者
の
御
霊
の
お
か
げ
で
あ
り
、

感
謝
を
す
る
の
は
私
た
ち
の
務

め
で
す
」
と
追
悼
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。
続
い
て
、
来
賓
に

よ
る
特
別
焼
香
と
遺
族
の
一
般

焼
香
が
行
わ
れ
、
恒
久
平
和
の

実
現
と
戦
死
し
た
家
族
の
冥
福

を
祈
り
、
手
を
合
わ
せ
ま
し
た
。

66
年
目
の
祈
り

田
子
町
遺
族
会
慰
霊
祭

　

８
月
17
日
、
中
央
公
民
館
で

平
成
23
年
度
田
子
町
遺
族
会
慰

田子のお盆
　８月13日～17日の町内は、お盆で帰省し
先祖の墓参りをする人やまつりを楽しむ人
たちでにぎわいました。16日は八坂神社総
代と田子神楽保存会による、八坂みこしと
田子神楽の合同運行が行われました。ま
た、同日夜と17日には盆踊りや夏まつりが
開催され、家族連れの来場者らを楽しませ
ました。

トピックス

ト
ピ
ッ
ク
ス

ご先祖様に心を込めて

厳かに行われた慰霊祭

みんなでよっちょれ！

元気な演舞を見せた田子幼稚園児

地道な活動が認められました

そろいのハッピにねじり鉢巻でみこし引き

思い思いの仮装でナニャドヤラ
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と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
記
録
会
の
後
に
は
６

年
生
の
児
童
が
服
を
着
た
ま
ま

プ
ー
ル
に
入
り
、
お
ぼ
れ
た
際

の
対
処
法
に
つ
い
て
身
を
も
っ

て
学
び
ま
し
た
。

祝
金
10
万
円
と
花
束
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。
坂
田
さ
ん
は
95
歳

ま
で
自
営
の
電
気
工
事
会
社
の

代
表
取
締
役
と
し
て
地
域
に
貢

献
し
て
き
ま
し
た
。現
在
で
も
、

入
浴
や
洗
濯
な
ど
自
分
の
こ
と

は
全
て
自
分
で
行
い
、
自
宅
で

健
康
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

田
子
町
で
暮
ら
す
ご
長
寿
１

０
０
歳
以
上
の
方
は
、
坂
田
さ

ん
を
含
め
５
名
に
な
り
ま
し

た
。

毎
日
会
が
被
災
地
へ
義
援

金
寄
付

　

９
月
５
日
、
青
森
県
信
用
組

合
田
子
支
店
毎
日
会
の
小
島
喜

久
男
会
長
ら
が
役
場
を
訪
れ
、

東
日
本
大
震
災
被
災
地
へ
の
義

援
金
６
万
６
２
１
５
円
を
中
村

見
俊
総
務
課
長
に
手
渡
し
ま
し

た
。
こ
の
義
援
金
は
、
日
本
赤

十
字
社
青
森
県
支
部
を
通
し
て

被
災
地
へ
贈
ら
れ
ま
す
。

地
点
の
河
川
護
岸
上
部
の
清
掃

と
花
苗
の
植
裁
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
こ
の
活
動
が
河
川

敷
の
良
好
な
環
境
を
維
持
し
て

き
た
と
し
て
、
功
績
を
認
め
ら

れ
ま
し
た
。

目
指
せ
新
記
録
！　

上
郷

小
学
校
で
水
泳
記
録
会

　

９
月
２
日
、
上
郷
小
学
校
で

水
泳
記
録
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

児
童
ら
は
新
記
録
や
自
己
記
録

を
更
新
し
よ
う
と
一
生
懸
命
泳

ぎ
、
タ
イ
ム
を
競
い
ま
し
た
。

泳
ぎ
疲
れ
て
つ
ら
そ
う
な
児
童

も
い
ま
し
た
が
、
全
員
足
を
着

く
こ
と
な
く
最
後
ま
で
泳
ぐ
こ

　

25
メ
ー
ト
ル
自
由
形
（
男

女
・
学
年
オ
ー
プ
ン
）
の
上
位

３
名
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第
１
位　

岩
間
歩
乃
佳（
４
年
）

25
秒
19

第
２
位　

上
平
有
紗
（
６
年
）

　

26
秒
50

第
３
位　

川
原
結
（
６
年
）

　

29
秒
43

祝
１
０
０
歳
！

坂
田
の
ぶ
さ
ん
に
敬
老
祝

金
贈
呈

　

９
月
２
日
、
敬
老
祝
金
贈
呈

式
が
役
場
公
室
で
行
わ
れ
、
８

月
30
日
で
満
１
０
０
歳
を
迎
え

た
坂
田
の
ぶ
さ
ん
（
北
側
）
に

はっけよいのこった！
町内各小学校で相撲大会
　この夏、町内の各小学校で相撲大会が行われ
ました。小学１年生の豆力士から小学６年生の
力士まで、自分で名付けたしこ名が呼ばれると
元気に返事をして土俵に上がり、自分より大き
な対戦相手にも力いっぱい挑んでいました。各
小学校では好取組が続き、クラスメートや保護
者の声援が絶えませんでした。

トピックス

100歳を迎えた坂田のぶさん

義援金を寄付した毎日会のみなさん

もう後がない！　土俵際のねばり（上郷小）

大きな相手だって負けない！（田子小）

男子を倒して優勝した６年の山市百恵さん（清水頭小）

出すぞ、ベストタイム！



6公民館情報

公
民
館
情
報

■
行
事
等
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
田
子
町
中
央
公
民
館
（
☎

20
‐
７
０
７
０
）
ま
た
は
上
郷
公
民
館
（
☎
33
‐
１
８
１
１
）
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。

ム
前
を
ス
タ
ー
ト
、
８
区
間
計

33
・
８
㎞
を
健
脚
で
つ
な
ぎ
ま

し
た
。

　

34
℃
を
超
え
る
猛
暑
と
、
盛

夏
を
思
わ
せ
る
強
い
日
差
し
の

中
、
田
子
町
選
手
は
、
強
化
合

宿
と
毎
日
の
練
習
の
成
果
を
発

揮
し
、
最
後
ま
で
諦
め
ず
力
強

い
走
り
を
見
せ
ま
し
た
。

　

総
合
順
位
は
、
24
位
と

昨
年
よ
り
順
位
を
下
げ
、

町
の
部
の
13
位
と
な
り
ま

し
た
。

　

応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

●
総
合
タ
イ
ム

　

２
時
間
00
分
28
秒

●
総
合
の
部　

24
位

●
町
の
部　

13
位

●
区
間
タ
イ
ム

▽
第
１
区
（
４
・
６
㎞
）

　

15
分
25
秒（
区
間
24
位
）

　

大
坊
圭
人

　
「
健
脚
で
つ
な
げ
郷
土
の
和

と
心
」を
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

第
19
回
青
森
県
民
駅
伝
競
走
大

会
が
９
月
４
日
、
青
森
市
内
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
下
全
40
市
町
村
の
代
表
選

手
計
３
２
０
人
が
、
故
郷
の
誇

り
と
名
誉
を
た
す
き
に
託
し
、

正
午
に
県
観
光
物
産
館
ア
ス
パ

第
19
回
県
民
駅
伝　

町
の
部
13
位
と
健
闘

▽
第
２
区
（
３
・
８
㎞
）

　

12
分
31
秒（
区
間
９
位
）

　

山
本
晃
輝

▽
第
３
区
（
４
・
６
㎞
）

　

17
分
19
秒（
区
間
28
位
）

　

村
木
竜
二

▽
第
４
区
（
６
・
１
㎞
）

　

19
分
02
秒（
区
間
12
位
）

　

森
崎
進
也

▽
第
５
区
（
２
・
５
㎞
）

　

９
分
51
秒（
区
間
23
位
）

　

川
端
玲
美

▽
第
６
区
（
５
・
２
㎞
）

　

18
分
12
秒（
区
間
35
位
）

　

山
崎
祥
弥

▽
第
７
区
（
３
・
２
㎞
）

　

12
分
23
秒（
区
間
22
位
）

　

笠
嶋
美
幸

▽
第
８
区
（
３
・
８
㎞
）

　

13
分
20
秒（
区
間
25
位
）

　

腰
巡
光
徳

第
46
回
田
子
町
文
化
祭
開
催

個
人
作
品
募
集

　

10
月
29
日
（
土
）
か
ら
31
日

（
月
）
ま
で
、
田
子
町
文
化
祭

を
開
催
し
ま
す
。

　

た
だ
い
ま
、
文
化
祭
に
出
展

す
る
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
あ
な
た
の

丹
誠
込
め
た
作
品
を
、
展
示
・

紹
介
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

今
年
も
文
化
祭
の
前
夜
祭
と

し
て
神
楽
講
座
発
表
会
を
開
催

し
ま
す
。

●
神
楽
講
座
発
表
会

▽
日
時　

10
月
28
日
（
金
）
午

後
５
時
30
分
～
▽
場
所　

中
央

公
民
館
テ
ラ
ス

●
個
人
・
団
体
作
品
展
示

▽
日
時　

10
月
29
日
（
土
）
～

31
日
（
月
）
▽
場
所　

農
業
者

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
▽
展

示
ス
ペ
ー
ス
（
個
人
、
団
体
）

パ
ネ
ル
６
本
、
テ
ー
ブ
ル
５
本

ま
で
※
出
展
者
の
人
数
等
に
よ

り
調
整
し
ま
す
▽
申
込
締
切　

９
月
30
日
（
金
）

●
食
文
化
村
出
店

▽
日
時　

10
月
29
日
（
土
）
～

31
日
（
月
）
午
前
10
時
～
午
後

３
時
▽
場
所　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
駐
車
場

●
各
種
体
験
教
室
開
催

▽
日
時　

10
月
29
日
（
土
）
～

31
日
（
月
）
▽
場
所　

中
央
公

民
館
ホ
ー
ル
、
和
室

力走する第２区山本晃輝選手

込　

随
時
受
付

●
水
曜
わ
ん
ぱ
く

▽
と
き　

10
月
26
日
（
水
）
午

後
３
時
～
５
時
▽
と
こ
ろ　

中

央
公
民
館
和
室

●
花
の
寄
せ
植
え
講
座

▽
と
き　

10
月
16
日
（
日
）
午

前
10
時
～
正
午
▽
と
こ
ろ　

中

央
公
民
館
駐
車
場
▽
参
加
費　

１
０
０
０
円
（
材
料
代
込
）
▽

講
師　

簗
田
孝
芳
氏
▽
持
ち
物

移
植
ベ
ラ
、
手
ぶ
く
ろ
▽
参
加

人
数　

15
名
程
度
▽
申
込　

10

月
11
日
（
火
）
ま
で
に
中
央
公

民
館
へ

み
ん
な
で
チ
ャ
レ
ン
ジ

公
民
館
講
座
お
知
ら
せ

●
生
花
講
座

▽
と
き　

10
月
21
日
（
金
）
午

後
６
時
30
分
～
▽
と
こ
ろ　

ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
▽
参
加

費　

１
回
１
０
０
０
円
程
度
▽

持
ち
物　

花
ば
さ
み
、
カ
ッ
タ

ー
等
▽
申
込　

随
時
受
付

●
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

▽
と
き　

10
月
25
日
（
火
）
午

後
７
時
～
９
時
▽
と
こ
ろ　

上

郷
公
民
館
研
修
室
▽
材
料
費　

２
０
０
０
円
程
度
▽
テ
ー
マ

「
基
本
の
か
た
ち
２
」
▽
申
込

期
限　

10
月
21
日
（
金
）
▽
申



　
7 図書館情報

図
書
館
お
や
す
み
カ
レ
ン
ダ
ー

▼
色
の
濃
い
日
が
休
館
日
で
す
。

図
書
館
の
開
館
時
間

　

水
～
土 

午
前
10
時
～
午
後
６
時

　

日
曜
日 

午
前
10
時
～
午
後
４
時

図
書
館
休
館
日

毎
週
月
曜
日
・
火
曜
日
・
祝
日
・

第
４
木
曜
日
（
館
内
整
理
日
）

　

田
子
町
立
図
書
館☎

20
‐
７
２
２
１

10
月
の
図
書
館
行
事

▼
10
／
22
（
土
）
午
前
10
時
30
分

本
の
読
み
き
か
せ
と
と
し
ょ
か
ん

ク
ラ
ブ
「
秋
」
の
折
り
紙
作
り

▼
10
／
22
（
土
）
〜

古
雑
誌
・
古
本
お
持
ち
帰
り
コ
ー

ナ
ー

▼
10
／
27
（
木
）
〜
11
／
９
（
水
）

読
書
週
間

※
10
／
８
（
土
）
本
の
読
み
き
か
せ
と

と
し
ょ
か
ん
ク
ラ
ブ
は
お
休
み
で
す
。

○
き
の
こ
の
食
卓

○
持
ち
歩
き
き
の
こ
見
極
め
図

鑑
○
野
菜
た
っ
ぷ
り
丼
レ
シ
ピ

○
食
べ
て
ポ
カ
ポ
カ
お
い
し
い

あ
っ
た
め
レ
シ
ピ

○
庭
の
恵
み
を
楽
し
む
料
理

○
は
じ
め
て
の
漬
け
物
と
梅
干

し

○
果
実
酒
、
花
酒
、
薬
用
酒
Ｂ

Ｏ
Ｏ
Ｋ　

１
８
３
種

古
雑
誌
・
古
本
お
持
ち
帰

り
コ
ー
ナ
ー

▼
期
間　

10
／
22
（
土
）
～

※
本
が
な
く
な
り
次
第
終
了
し

ま
す
。

▼
対
象　

図
書
館
の
貸
出
券
を

お
持
ち
の
中
学
生
以
上
の
方

（
貸
出
券
は
図
書
館
カ
ウ
ン
タ

ー
で
簡
単
に
作
る
こ
と
が
で
き

ま
す
）

▼
内
容　

図
書
館
で
購
入
後
１

年
経
過
し
た
雑
誌
「
趣
味
の
園

芸
」「
き
ょ
う
の
料
理
」「
き
ょ

う
の
健
康
」「
す
て
き
に
ハ
ン

ド
メ
イ
ド
」「
き
れ
い
の
魔
法
」

「
家
庭
画
報
」「
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
」

「
Ｌ
Ｅ
Ｅ
」
な
ど
は
１
人
３
冊

ま
で
、
除
却
し
た
古
本
・
文
庫

本
は
１
人
何
冊
で
も
差
し
上
げ

ま
す
。

本
の
予
約
・
リ
ク
エ
ス
ト

　

貸
出
中
の
本
を
借
り
た
い
と

き
は
「
本
の
予
約
」
を
、
図
書

館
に
な
い
本
を
借
り
た
い
と
き

は
「
本
の
リ
ク
エ
ス
ト
」
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

他
の
図
書
館
か
ら
借
り
た

り
、
新
し
く
買
っ
た
り
し
て
ご

希
望
の
本
を
貸
出
し
ま
す
（
１

人
５
冊
ま
で
）。
ち
な
み
に
昨

年
度
「
本
の
予
約
」
は
１
０
５

２
件
、「
本
の
リ
ク
エ
ス
ト
」

は
８
０
６
件
で
し
た
。

　

図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
ま
た
電
話

で
も
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
☎
20
‐
７
２
２
１
）

図
書
館
情
報

「
秋
の
お
い
し
い
も
の
」
を
楽
し
む

秋
の
味
覚
と
料
理
本
特
集

「
秋
の
お
い
し
い
も
の
」特
集

　

き
の
こ
、
新
米
、
果
物
、
根

菜
な
ど
、
秋
は
お
い
し
い
旬
の

食
べ
物
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
図
書
館
で
は
「
秋
の
お
い

し
い
も
の
」
を
楽
し
む
た
め
の

料
理
本
な
ど
を
集
め
、
展
示
・

貸
出
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

●社会
▽論戦2011 ／櫻井よしこ／

304サ
▽３.11 ／橋本紘二／369ハ
●料理
▽からだが元気になるにんに

くレシピ／596カ
▽節電・節水調理のコツおい

しいごはんレシピ／596セ
▽元気食堂／瀬尾幸子／596

セ
▽愛しのローカルごはん旅も

う一杯！／たかぎなおこ／
596タ

▽酒粕レシピ／やまはたのり
こ／596ヤ

●時代小説
▽風を断つ／池永陽／913イ
▽心星ひとつ／みをつくし料

理帖／高田郁／913タ
▽やなりいなり／畠中恵／

913ハ
●ミステリー
▽よろずのことに気をつけよ

／川瀬七緒／913カ
▽完盗オンサイト／玖村まゆ

み／913ク
▽十津川警部日本縦断長篇ベ

スト選集09 ／西村京太郎
／913ニ

▽デフ・ヴォィス／丸山正樹
／913マ

▽棟居刑事の代行人（ジ・エ
ージェント）／森村誠一／
913モ

●そのほかの小説など
▽みなも／石田千／913イ
▽我が家の問題／奥田英朗／

913オ
▽ポニーテール／重松清／

913シ
●エッセイ
▽なぎさホテル／伊集院静／

914イ
▽きょう一日。／五木寛之／

914イ
▽「孤独の力」を抱きしめて

／落合恵子／914オ
▽「こつこつ」と生きてます

／岸本葉子／914キ
▽おおきなかぶ、むずかしい

アボカド／村上春樹／914
ム

▽おたがいさま／森まゆみ／
914モ

▽40代からの心地よい人間
関係の作り方／横森理香／
914ヨ

●ティーンズ（中学生高校生向け）

▽ゴーストハント５／小野不
由美／913オ

▽ブラック／山田悠介／913
ヤ

人気のコーナーです。お早めにご来館を



8お知らせ
問のマークは「お問い合わせ先」の意味です

★通知書をご確認ください★
　戸籍の文字は常用漢字や人名用漢字で記載します。これまでの戸
籍は手書きのため、「氏」や「名」が書き癖や略字などでそのまま
記載されている場合があります。これらの文字は電算化に伴い辞書
に載っている文字に直して記載することとなります。
　これらに該当する方には、お知らせの通知書が送付されますので
必ずご確認をお願いします。
問 役場町民課住民環境グループ☎２０−７１１３

　

戸
籍
・
除
籍
・
改
製
原
戸
籍
が
全
て
デ

ー
タ
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
か
ら
直
接
発
行
す
る
た
め
、
謄
本
や

抄
本
が
短
時
間
で
発
行
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
よ
り
お
待
た
せ

す
る
時
間
が
短
く
な
り
ま
す
。

●電算化すると、このように変わります。

現在 電算化導入後

名　称 戸籍謄本
戸籍抄本

全部事項証明書
個人事項証明書

様　式 Ｂ４判・横長（謄本）
Ｂ５判・縦長（抄本） Ａ４判・縦長

証明書の用紙 白紙 改ざん防止用紙

公　印 朱肉印 黒色の公印（電子印）

本籍地番表示 天神堂平八十一番地の一     天神堂平８１番地１
    ※地番の「の」が省略されます

↑【現在】
　手書きやタイプライターを使って作成されています。特
に手書きのものは、書き癖や誤字などがあり、読みにくい
ものがあります。

←【電算化後】
　全ての情報が項目化され、漢数字から算用数字に変わり
見やすくなります。

平成23年12月から戸籍の電算化がスタートします
　町では、戸籍謄（抄）本をより見やすく、そして速やかに交付できるよう戸籍事務を電算化し、平成23年
12月中旬の実施に向け準備を進めています。
　そこで、電算化によって戸籍がどのように変わるのか、その内容についてご紹介します。

○Ｂ４サイズからＡ４サイズに、縦書きから横書きに変わります。

◇お願い◇
　戸籍を電算化するにあたっ
て、不明な点などを皆さんに
お伺いする場合があります。
その際には、ご協力ください

ますようお願いします。



　
9 お知らせ

無料人権相談、
特設行政相談の合同相談所開設
▼日時　10月11日（火）午前10時から正午まで
▼場所　役場第１会議室
▼相談内容
　家庭内のいざこざ、相続関係、戸籍関係、登記関
係、いじめ、借地・借家のトラブル、金銭貸借のトラ
ブル、その他日常生活における困りごと等、行政に対
する苦情、要望等
▼相談員
　田子町人権擁護委員　橋本礼子、原靖之
　行政相談委員　長澤壽郎
※相談内容については秘密を守ります。

八戸税務署からのお知らせ
　東日本大震災において被災されたみなさまに、心より
お見舞い申し上げます。
　この震災により、住宅や家財、自動車などに損害を受
けられた方は、雑損控除等の適用により平成２２年分に
さかのぼって、所得税の還付や軽減・免除を受けること
ができます。
　八戸税務署においては震災にかかる相談窓口を設置
しています。税務署にお越しの場合は、お待ちいただく
ことがありますので、事前の電話予約をお願いいたしま
す。
　また、震災にかかる電話での国税のご質問やご相談を
専用窓口でお受けします。当分の間、土曜・日曜・祝日
も受け付けています。（音声案内に従い『０番』を選択
してください。）
問八戸税務署 ☎０１７８−４３−０１４１

あなたのヤル気、応援します！
　㈶むつ小川原地域・産業振興財団
は平成元年の設立以来、県内各地の
産業振興や地域づくりの取り組みに
対し、幅広く支援しています。
　本財団では、平成24年度の助成事
業を次のとおり募集しています。

▼募集事業名
　平成24年度プロジェクト支援助成事業
▼対象事業　地域の活性化及び産業の育成・振興を図
る次の事業です。
①人材育成②技術開発③商品開発④市場・販路開拓
⑤観光開発⑥環境整備⑦スポーツ・文化交流　など
▼助成金　事業費の５分の４以内
▼助成対象団体　県内の市町村、産業団体、地域づく
りグループ・組織など
▼募集期間　９月１日～10月31日（必着）
▼採択の合否　平成24年２月下旬通知
▼応募方法等
　事業実施要望書に事業計画等を添えてお申込みく
ださい。

　要望書の様式等については、役場総務課、または
財団にご相談ください。
　また、概要についてはホームページでご覧になれ
ます。

▼応募先　財団法人むつ小川原地域・産業振興財団
〒030-0861青森市長島2丁目10−4（ヤマウビル7F）
☎０１７−７７３−６２２２　FAX ０１７−７７３−６２４５
ホームページ　http://www.jomon.ne.jp/~mozaidan/

浄化槽を正しく使いましょう
　浄化槽は、微生物の働きを利用して汚水を浄化す
るため、適正な管理が必要です。そのため、浄化槽
法では次のことが義務付けられています。

①定期的な保守点検
②年１回の清掃
③法定検査の受検（使用開始後及び年１回）

　法定検査は、浄化槽が適正に維持管理され、本来
の浄化槽機能が十分発揮されているかを判定するも
ので、社団法人青森県浄化槽検査センター（☎０１７
−７２６−９５００）が行います。
　また、浄化槽の使用開始時や廃止時、所有者の変
更時などには、八戸環境管理事務所（☎０１７８−２７
−５１１１）への届出等が必要です。

お金の問題、何とかしたい……
　市（町、村）では、今年の８月から、消費者信用
生活協同組合（信用生協）と連携し、住民を対象と
した、生活再建に向けての支援事業を開始しました。
▼信用生協の支援事業
・くらしとお金の安心相談
・弁護士、司法書士による無料相談会
・債務整理資金貸付
（相談により債務整理資金が必要な場合、利用できま
す。ただし、事業性資金は除きます）
・生活再建資金貸付
（生活改善資金や医療費や療養費、子どもの教育資金、
車検費用など、くらしに必要な資金として利用できま
す。ただし、事業性資金は除きます）
▼相談受付　月曜日～土曜日　午前９時～午後５時
　完全予約制　相談無料
問信用生協八戸相談センター（八戸市八日町36第一
ビルディング４階）☎０１７８−２０−８５８２
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公証制度について
～10月１日から７日は「公証週間」です！～

　遺言や大切な契約は公正証書で。（公正証書は、法
律の専門家の公証人が作成する公文書です。）
　公証人は、国の一機関として、地域住民の皆様方
の財産などの権利や生活を守り、トラブルを未然に
防ぐために活躍しています！
　その主な業務は、次のとおりです。

○公正証書で契約書を作って、大切な財産を守ります。
○公正証書で遺言を作って、大切な人に遺産を譲りま

す。
○公正証書で養育費の給付契約書を作って、子どもの

将来を守ります。
○任意後見契約書を作って、老後の安心を確保します。
○定款認証で適法な会社を設立します。

　手数料は法定されていますので、安心してご利用
いただけます。
　公証事務に関する相談は無料です。いつでも気軽
にご相談ください。

●青森県内の公証人役場
▽青森公証人合同役場　青森市長島１−３−１７
　阿保歯科ビル４階
　☎０１７−７７６−８２７３（公証人　本多裕一郎）
▽弘前公証役場　弘前市大字新町１７６−３
　☎０１７２−３４−３０８４（公証人　藤部富美男）
▽八戸公証役場　八戸市大字廿三日町２８
　八戸ウエストビル２０１
　☎０１７８−４３−１２１３　（公証人　中川清秀）

表示登記無料相談会開催
▼日時　11月６日（日）午前10時～午後３時30分
▼会場
　◎八戸市　八戸市公民館　会議室４
　◎十和田市　十和田市中央公民館　第１・２研究室
▼電話による相談
　調査士会館事務局　☎０１７−７２２−３１７８

　「土地家屋調査士」は、表示に関する登記・筆界特
定手続の専門家です。あなたに代わって登記及び筆
界特定手続を代行いたします。土地の境界問題でお
困りの方、その他の建物や土地の表示に関する登記・
筆界特定手続などに関してご相談承ります。
　なお、当日は電話による無料相談も行います。

問青森県土地家屋調査士会☎０１７−７２２−３１７８

平成24年度青森県立八戸工科学院学生募集
▼科名、定員
 ・機械システム工学科　25名
　（ＮＣ工作機械・アルゴン溶接・ＣＡＤ等）
 ・設備システム工学科　20名
　（空調・給排水衛生・電気設備等の設計・施工・管理）
 ・自動車システム工学科　30名
　（２級自動車整備士の養成）
 ・制御システム工学科　25名
　（制御対象装置の設計・製作・プログラミング・保守）
※各科、２年間となります。
▼応募資格
　志望学科に対する興味と強い就職意識を有する高
等学校卒業者（平成24年３月卒業見込みの者を含む）
▼願書受付期間　10月７日（金）～11月10日（木）
▼試験日　11月17日（木）
▼年間経費　授業料　年額11万８８００円
　（年４回の分納）（免除制度あり）
　諸経費８～10万円（２年間、資格試験受験料は別）

問 青森県八戸工科学院学生係
〒039-2246八戸市桔梗野工業団地二丁目5-30
☎０１７８−２８−６８１１　FAX ０１７８−２８−６８１５

納税証明書交付申請時の本人確認に
ご協力ください！
　納税証明書の交付申請をするときは、次の書類に
より、申請人が納税義務者本人または代理人である
ことの確認をさせていただいております。
１．納税義務者本人が交付申請する場合（法人の場合
は、代表者本人）
▽運転免許証、健康保険証等本人であることを証明す

る書類
▽自動車税の納税証明書の場合、自動車検査証
２．代理人が交付申請する場合
▽上記１の書類
▽納税義務者本人（法人の場合は代表者）の委任状（※）

▽印鑑証明書（自動車の継続検査（車検）用納税証明
書の交付申請の場合は必要ありません）
※委任状には、必ず、本人が署名・実印の押印（法
人の場合は、代表者の署名、法人登記している実印
の押印）をしてください。
　東日本大震災の被害を受けてやむを得ず解体し、
抹消登録となった自動車の被災時の所有者等が、そ
の代替車両として新たに取得した自動車については、
申請により自動車取得税及び一定期間の自動車税が
非課税となります。詳しくはお問い合わせください。
問三八地域県民局県税部納税管理課
☎０１７８−２７−５１１１内線211、357、205 ～207



　
11

■
消
防
署
コ
ー
ナ
ー

　

秋
の
火
災
予
防
運
動
が
10
月

17
日
か
ら
10
月
23
日
ま
で
の
１

週
間
、『
消
し
た
は
ず　

決
め

つ
け
な
い
で　

も
う
一
度
』
を

統
一
標
語
に
県
下
一
斉
に
実
施

さ
れ
ま
す
。
火
災
の
多
く
は
ち

ょ
っ
と
し
た
不
注
意
か
ら
発
生

し
て
い
ま
す
。
田
子
町
か
ら
火

災
を
な
く
す
た
め
、
次
の
こ
と

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

〈
３
つ
の
習
慣
〉

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い

も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用

す
る
。

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

○
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を

離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消

す
。

〈
４
つ
の
対
策
〉

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す

る
。

○
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

防
炎
品
を
使
用
す
る
。

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を

設
置
す
る
。

○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所

の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

▼
三
戸
消
防
署
田
子
分
署

情報スクランブル

■
警
察
署
コ
ー
ナ
ー

●
窃
盗
罪
に
罰
金
刑（
50
万
）

　

万
引
き
も
大
罪
！

　

刑
法
、
刑
訴
法
の
一
部
が
改

正
さ
れ
、
窃
盗
罪
は
10
年
以
下

の
懲
役
、
ま
た
は
50
万
円
以
下

の
罰
金
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
県
に
お
い
て
も
千
円
相
当

の
万
引
き
で
罰
金
20
万
円
、
２

万
円
相
当
の
万
引
き
で
30
万
円

の
罰
金
を
課
せ
ら
れ
た
事
例
が

出
て
お
り
ま
す
。
万
引
き
は
窃

盗
罪
で
す
。
軽
い
罪
と
考
え
る

と
大
き
な
誤
り
で
す
。

『
ス
ト
ッ
プ
！　

万
引
き
』

●
キ
ノ
コ
採
り
遭
難
防
止

　

秋
の
収
穫
期
に
入
り
、
キ
ノ

コ
採
り
に
出
か
け
る
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
入
山
に
当
た

っ
て
は
、
食
料
・
雨
具
・
ラ
イ

タ
ー
・
携
帯
電
話
等
の
携
行
、

行
き
先
・
帰
宅
時
間
を
知
ら
せ

る
、
早
め
の
下
山
、
万
一
の
時

は
歩
き
回
ら
な
い
、
ヘ
リ
に
は

目
立
つ
物
を
。
今
年
も
ク
マ
の

目
撃
情
報
が
あ
り
ま
す
。
十
分

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

編
集
後
記

　

今
月
号
の
表
紙
は
、
大
阪
初
芝
富
田

林
高
等
学
校
の
農
業
体
験
修
学
旅
行
を

取
り
上
げ
ま
し
た
。
都
会
の
高
校
生
に

と
っ
て
、
観
光
地
を
巡
ら
な
い
「
農
家

民
泊
」
と
「
農
業
体
験
」
は
貴
重
な
経

験
と
思
い
出
に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。「
普
通
の
修
学
旅
行
だ
と
地
域
の
人

と
接
点
が
な
い
」
と
言
っ
た
高
校
生
の

言
葉
が
印
象
的
で
し
た
。

　

昔
は
都
会
に
憧
れ
る
若
者
が
多
く
、

私
も
進
学
と
と
も
に
上
京
し
た
う
ち
の

一
人
で
す
。
し
か
し
現
在
は
、
取
材
等

で
若
者
に
話
を
聞
く
と
、「
地
元
か
ら
離

れ
た
く
な
い
」「
今
は
地
元
を
離
れ
て
い

る
が
、
将
来
は
地
元
に
就
職
し
た
い
」

な
ど
、
地
元
愛
に
あ
ふ
れ
た
声
が
多
く

聞
か
れ
ま
す
。

　

今
の
時
代
、
華
や
か
だ
け
れ
ど
も
殺

ば
つ
と
し
た
都
会
よ
り
も
、
ふ
る
さ
と

の
「
ぬ
く
も
り
」「
癒
し
」「
ふ
れ
あ
い
」

を
求
め
て
い
る
時
代
へ
と
変
わ
っ
て
い

る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

（
広
報
担
当　

Ｋ
・
Ｈ
）

う
し
ろ
か
ら
押
さ
れ
て
跳
べ
た
崖
っ
ぷ
ち 

西
村
吐
夢
（
務
）

半
分
に
こ
だ
わ
り
い
れ
て
夢
に
な
る 

浅
水　

裕
（
え
み
）

子
を
思
う
気
持
半
分
う
わ
の
空 

松
尾
与
志

貴
方
と
は
フ
ィ
フ
テ
ィ
ー
フ
ィ
フ
テ
ィ
ー
で
生
き
て
い
る

 

蹴
揚　

舞
（
惠
子
）

よ
く
キ
レ
る
男
の
骨
は
抜
い
て
お
く 

岩
間
十
三
男

毎
日
が
い
く
さ
と
同
じ
大
家
族 

　

荷
軽
井
光
生

苦
労
し
て
家
族
を
守
っ
た
指
の
節 

松
橋
良
則

あ
ず
き
豆
お
い
し
く
で
き
た
口
ま
わ
り 

佐
々
木
ひ
ろ
こ

七
十
坂
を
越
え
振
り
向
け
ば
蝉
し
ぐ
れ 

森
田
榮
子

去
っ
て
ゆ
く
も
の
ば
か
り
見
る
窓
の
席 

笹
田
か
な
え

と
こ
ろ
て
ん
う
ち
わ
を
添
え
て
夏
座
敷 

鳴
滝
笑
美
子

押
す
人
の
気
分
を
映
す
ポ
ッ
ト
の
湯 

久
慈
三
太
（
正
良
）

な
い
袖
を
振
っ
た
親
父
を
叱
る
母 

中
村
春
太
（
春
雄
）

恋
と
い
う
と
っ
て
も
い
や
ら
し
い
ボ
タ
ン 

宮
村　

玉
（
武
彦
）

ほ
ん
と
う
に
半
分
こ
っ
て
む
ず
か
し
い 

石
亀
ひ
ろ
み
（
碩
良
）

都
会
か
ら
恋
を
は
ら
ん
で
子
が
帰
る 

北
村
吾
朗
（
已
起
男
）

タプコピアン文芸
あさひな川柳吟社（代表　北村已起男）

川
柳
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●
さ
よ
う
な
ら
ジ
ェ
シ
カ
さ
ん

　

昨
年
の
８
月
か
ら
本
校
で

５
・
６
年
の
外
国
語
の
授
業
や

１
〜
４
年
の
英
会
話
の
指
導
を

し
て
い
た
だ
い
た
ジ
ェ
シ
カ
さ

ん
が
田
子
町
を
離
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
の
で
、６
月
20
日
、

お
別
れ
会
を
開
き
ま

し
た
（
写
真
右
）。

　

こ
れ
ま
で
授
業
だ

け
で
は
な
く
、「
卒

業
式
」「
入
学
式
」

「
稲
刈
り
」「
も
ち
つ

き
大
会
」「
運
動
会
」

等
の
様
々
な
行
事
に

参
加
し
て
く
だ
さ
っ

た
り
、
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
縄
跳
び
を

し
た
り
掃
除
を
手
伝

っ
て
く
れ
た
り
し
た

ジ
ェ
シ
カ
さ
ん
と
お

別
れ
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
と
て
も

残
念
で
す
が
、
最
後
の
思
い
出

に
し
て
も
ら
お
う
と
歌
や
ゲ
ー

ム
で
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
７
月
８
日
に
は

ご
家
族
の
方
も
一
緒
に
本
校
を

訪
れ
、
子
ど
も
た
ち
と
最
後
の

お
別
れ
を
し
ま
し
た
。

●
こ
ん
に
ち
は

　
ギ
ル
ロ
イ
の
皆
さ
ん

　

今
年
も
ギ
ル
ロ
イ
市
か
ら
６

名
の
高
校
生
が
短
期
研
修
で
田

子
町
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
本

校
で
は
６
月
23
日
に
交
流
会
を

開
き
ま
し
た
（
写
真
左
）。

　

ジ
ェ
シ
カ
さ
ん
や

ジ
ェ
フ
リ
ー
さ
ん
も

お
い
で
に
な
り
、
高

校
生
と
一
緒
に
「
よ

さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
よ

っ
ち
ょ
れ
」
を
踊
っ

た
り
、
い
す
取
り
ゲ

ー
ム
で
楽
し
ん
だ
り

し
ま
し
た
。ま
た
、
子

ど
も
た
ち
か
ら
の「
好

き
な
食
べ
物
」「
好

き
な
ス
ポ
ー
ツ
」「
好

き
な
動
物
」
な
ど
の

質
問
に
も
ユ
ー
モ
ア

た
っ
ぷ
り
に
答
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
こ
の
よ
う
な
活

動
を
通
し
て
、
視
野
を
広
げ
た

り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
力

を
高
め
た
り
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

学
校
の
話
題
　 

清
水
頭
小
学
校

誕生

●山本丈
じょうたろう

太郎（三知・奈緒子）／サンモール
●工藤世

せ な

愛（慎二・千鶴）／嘉沢
●土川響

おとは

羽（竜也・薫）／西舘野

●　個人情報保護のため掲載を省略しています
※（　）内はご両親、“／”のあとは行政区です

お悔やみ
●山本みつ（84歳）根渡
●梅内　光（60歳）山口
●大久保義衛（90歳）袖平
●坂本貴司（60歳）風張
●矢田イソ（87歳）矢田郎
●内宮盛吉（77歳）上相米
●　個人情報保護のため掲載を省略しています
※（　）内は享年、（　）のあとは行政区です

町
の
人
口

平
成
23
年
８
月
31
日
現
在

世帯数／2256（−１）
人口／6582（−７）
男／3165（−３）
女／3417（−４）

（　）内は前月比です

広報たっこ2011年10月号（平成23年９月20日発行）通算第623号 
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TCV（田子町ケーブルテレビジョン）からのお知らせ

●10月3日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00
●10月4日（火）
　複合健診（せせらぎの郷）午前6:30〜8:30
●10月5日（水）
　複合健診（せせらぎの郷）午前6:30〜8:30
　個別接種（せせらぎの郷）午前9:30〜10:00
●10月6日（木）
　複合健診（せせらぎの郷）午前6:30〜8:30
　デイケア（せせらぎの郷）午前9:30〜午後1:30
●10月7日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00〜午後2:00
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30〜3:30
●10月12日（水）
　個別接種（せせらぎの郷）午前9:30〜10:00
●10月13日（木）
　若年生活習慣病予防健診
　（田子中学校）午前7:15〜8:15
●10月14日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00〜午後2:00
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30〜3:30
●10月17日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00
●10月18日（火）
　元気たべもの教室
　（田子幼稚園）午後1:30〜2:30

●10月19日（水）
　複合健診（清水頭小学校）午前6:30〜8:30
　個別接種（せせらぎの郷）午前9:30〜10:00
●10月20日（木）
　複合健診（上郷公民館）午前6:30〜8:30
●10月21日（金）
　複合健診
　（相米保健福祉館）午前6:30〜8:30
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00〜午後2:00
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30〜3:30
●10月24日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00
●10月26日（水）
　個別接種（せせらぎの郷）午前9:30〜10:00
●10月27日（木）
　デイケア（せせらぎの郷）午前9:30〜午後1:00
●10月28日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00〜午後2:00
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30〜3:30
●10月31日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00

◎サポートセンター　☎０１２０−５５７−７５９
　テレビの映りが悪い、一部のチャンネルが映らない、
　加入の申込・変更・廃止、ケーブルの移設などの際にご連絡ください。

◎故障受付　☎０１２０−２６２−７５０
　テレビが全く映らない、などの故障時にご連絡ください。

10月の主な保健・介護予防事業予定表

健康・介護に関するご相談は
せせらぎの郷へ ☎20-7100


